
第４章　資料

建設場所候補地のメリット・デメリット（『庁舎建設等検討委員会幹事会検討報告書』より抜粋）　　　資料2-2-1



第４章　資料

駐車場の検討　　　資料2-6-1

草加市建築物駐車施設条例に基づく台数算定

西棟 3,505.00 ㎡

新本庁舎 10,000.00 ㎡

事務所の床面積 13,505.00 ㎡・・・A

特定用途の台数算定より

10+（A-2,000）/300 48.35 台

よって、必要台数は 49 台・・・B

※Bのうち1台を荷捌き用として3.0ｘ7.7ｘH3.0ｍ以上とする。

埼玉県福祉のまちづくり条例より

車いす使用者用駐車施設3.5ｘ6.0ｍは

Bｘ2％ 0.98 台

よって、必要台数は 1 台・・・C

※CはBの台数に含めることができる。

草加市建築物駐車施設条例に基づく台数算定

西棟 3,505.00 ㎡

新本庁舎 10,500.00 ㎡

事務所の床面積 14,005.00 ㎡・・・A

特定用途の台数算定より

10+（A-2,000）/300 50.02 台

よって、必要台数は 51 台・・・B

※Bのうち1台を荷捌き用として3.0ｘ7.7ｘH3.0ｍ以上とする。

埼玉県福祉のまちづくり条例より

車いす使用者用駐車施設3.5ｘ6.0ｍは

Bｘ2％ 1.02 台

よって、必要台数は 2 台・・・C

※CはBの台数に含めることができる。

草加市建築物駐車施設条例に基づく台数算定

西棟 3,505.00 ㎡

新本庁舎 10,000.00 ㎡

新第二庁舎 3,700.00 ㎡

事務所の床面積 17,205.00 ㎡・・・A

特定用途の台数算定より

10+（A-2,000）/300 60.68 台

よって、必要台数は 61 台・・・B

※Bのうち1台を荷捌き用として3.0ｘ7.7ｘH3.0ｍ以上とする。

埼玉県福祉のまちづくり条例より

車いす使用者用駐車施設3.5ｘ6.0ｍは

Bｘ2％ 1.22 台

よって、必要台数は 2 台・・・C

※CはBの台数に含めることができる。

1)新本庁舎が10,000㎡とすると
■条例による駐車場の必要台数 ■付近見取り図

駐車場形態

■駐車場形態による比較

A.平面自走式 B.建物地下駐車場（免震層を利用） C.自走式立体駐車場 D.機械式タワー駐車場

25～35 0（建物地下を利用するため） 10～15

建設場所
　　　＋
本庁舎敷地内：約5台（配置計画による）

　　　＋ 　　　＋
本庁舎敷地内：約5台（配置計画による）

コメント

建設コスト

総評

× ◎ △〇
・建設コスト、利便性ともに適当である。

断面イメージ

平面イメージ

本庁舎地下1F：約50台（EV・機械室等を除く1,800㎡仮）

・車いす利用者のためのEV設置を検討
・免震層を縦断しないように、地下への車路は建物外に
　設置とする
・免震ゴムの耐火被覆、排煙、換気、消火、
　避難設備等が必要

1階平面イメージ

本庁舎敷地内：約5台（配置計画による） 本庁舎敷地内（高さ約44ｍ）：50台

・建設コスト、利便性ともに妥当である。
・駐車台数が制限されるので、他の駐車場
　との併用が望ましい。

・建設コストは最も高い。
・入車庫に要する時間が比較的かかるため、
　利用率を考慮したうえで検討の余地あり。

2)新本庁舎が10,500㎡以上になると、必要台数が変わります。 3)本庁舎と第2庁舎を集約する場合

2億5000万円（地下駐車場：
躯体、耐火被覆、避難、消火、排煙、換気設備）

・本庁舎周辺敷地の地価は約25～30万円
・駐車施設条例により、別敷地の場合は本敷地から
　200ｍ以内が条件であるため、土地代だけで
　4億円以上となる。

・本庁舎敷地の近くに、新しく敷地を
　購入することが現実的に難しい。

1台あたりの敷地面積（㎡） 1～2

現第2駐車場を改築（2段3層）：最大102台（既存+36台）

・電気代：約5万円／月
・定期メンテナンス費用：約20万円／月
・常駐管理人：約25万円／月
　＝合計　約50万円／月
・工期約5か月

2億5000万円＋2500万円（杭の費用）
＝2億7500万円

2000万円(解体費用)＋1億5000万円＋5000万円(杭の費用)
=2億2000万円

その他敷地を購入：45台設置するためには約1,600㎡

地価　25万円／㎡より　　25万×1,600㎡＝4億円
4億円（土地代）+1500万円（駐車場整備費）
＝4億1500万円

・・・現在の第２駐車場の66台に加えて、新設すべき駐車場の必要台数50台として比較を行う。

・全て普通車として改築をする場合、102台の収容可能
・第2駐車場の工事中は、代替駐車スペースを確保する
　必要がある。
・工期約6か月（解体期間含む）
・都市計画道路の規制により、S造2段3層以下までしか
　建てられない。
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